
神戸電子専門学校　2019年度シラバス
■科目基本情報

科目名 科目コード 6940

シラバスコード

授業時数/週

開講年次・学期

必修/選択区分

担当教員

教員の実務経験

職業実践専門課程 連携企業等

備考

■科目詳細情報

授業概要

到達目標

授業方法

実践的教育の内容

評価方法

授業外における学修

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

第17週

教科書・教材

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

学習項目の導入、口頭練習、練習問題、ディクテーションなど。

日本語中級文法

19ABA1-6940

6 時間

1年・後期

必修

阿曽千春，山尾真喜子，橋本尚子，村田守弘，熊井良子，山名淑子

N2レベルの表現文型の導入と練習　能力試験対策

N2レベルの表現文型の習得　日常的な場面で使われる日本語の理解

定期試験60%、模擬試験40%で評価

特になし

授業計画

N2レベルの表現文型の導入
行為の対象　目的・手段・媒介を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
時点・場面　時間的同時性・時間的前後関係を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
付帯・非付帯　限定を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
比較・程度・対比　判断の立場・評価の視点を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
関連・対応　無関係・無視・例外を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
程度の強調　話題を表す表現など

能力試験対策
N2,3レベル言語知識（文法）問題

能力試験対策
N2,3レベル言語知識（文法）問題

能力試験対策
N2,3レベル言語知識（文法）問題　能力試験模擬試験

N2レベルの表現文型の定着
表現文型を用いた文章のディクテーションと練習問題1

N2レベルの表現文型の定着
表現文型を用いた文章のディクテーションと練習問題2

「日本語表現文型500」アルク:ISBN9784757418905
「文法トレーニングN2」アルク：ISBN9784757418554　ほか

N2レベルの表現文型の導入
原因・理由　仮定条件・確定条件を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
不可能・可能・困難・容易　傾向・状態・様子を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
否定・部分否定　伝聞・推量を表す表現など

N2レベルの表現文型の導入
誘い・勧め・注意・禁止を表す表現など

N2レベルの表現文型の定着
表現文型を用いた文章のディクテーションと練習問題3

N2レベルの表現文型の定着
表現文型を用いた文章のディクテーションと練習問題4


